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左下図に示すタマムシ（ヤマトタマムシ、Chrysochroa fulgidissima）

は、日本国内に生息する代表的な構造色を持つ昆虫である。金属光沢を

持つ翅（翅鞘）は、法隆寺の玉虫厨子に知られるように、古くから装飾

に用いられてきた。しかも、その輝きは 1000 年以上経過した現在でも
失われておらず、構造色の安定性を示す良い例であると考えられる。 
輝きの物理的な起源に関して針山らは、翅鞘の表層部分に多層膜構造

が存在することを報告している[1]。透過型電子顕微鏡を用いると、電子
密度の異なる二種類の材質が 20 層ほど積層した様子が観察される（右
下図）。この構造が誘電体多層膜鏡のように多層膜干渉反射を起こして、

波長選択的に反射率を高めていることが推測される。ところが、実際に

反射スペクトルを測定すると、反射率の値はピーク波長においても 20%
程度でしかない。このことは、多層膜を形成する二種類の材質の屈折率

差が小さいこと、屈折率には虚数部分（光の吸収）が存在すること、あ

るいは干渉を乱すような不規性があること、などを推測させる。今回

我々は、その詳細を明らかにするた

め、膜構造の組成を分析する実験を

行った。光学測定の結果とあわせて、

タマムシの構造色の仕組みについ

て報告する。 
 

ヤマトタマムシの翅鞘の透過型電子顕微鏡
写真。黒線：1.5µm ヤマトタマムシ  
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